
    愛西市立佐屋小学校での英語の授業 令和２年９月 25 日(金) 

HEAVY RAIN, MANY GAINS 

９月 25 日（金）、本校の国際理解コース３年生６名が、佐屋小学校６年生３クラス対象に英語の出前

授業(14:40～15:25)を行いました。当日は一日中強い雨が降っていましたが、雨にも負けない丈夫なか

らだをもつ本校生徒は自転車で佐屋小学校まで出かけました。自分で苦労して出かけた分、得るものは

大きかったようです。～NO PAINS, NO GAINS～ 

組 本校生徒 自己紹介後の主な授業内容 

１

組 

 青山 颯汰 

 向井ありさ 

動物、食べものといった身近なものを英語で表現し、それを板書する。また、こち

らから準備した国旗を見せ、その国の名前を答えさせて板書する。最後に板書

の英語表現を、BINGO カードのマスに適宜書かせ、BINGOゲームを始める。 

 

 

 

 

 

 

 

組 本校生徒 自己紹介後の主な授業内容 

２

組 

山田 梨央 

湯浅 絢日 

２人一組、または３人一組になり、その中の１人は前を向かせる。その前を向い

た子にこちらで準備したイラスト（果物や動物、建物など）を見せて、それが何な

のか後ろを向いている子に対して３つの英語の文を用いて説明し、当てさせる。 

 

 

 

 

 

 
 
 

組 本校生徒 自己紹介後の主な授業内容 

３

組 

石原明幸美 

伊藤  ゆい 

身近なものを英語で表現したり、こちらから準備したイラストを見せたりして、たく

さんの英単語を板書する。４人一組になり、グループごとに BINGO カードを１枚

配る。カードの好きなマスにそれらの英単語を書き、BINGOゲームを始める。 

 

  

 

 

 

 

 

 ３年生は、小学生に教えるのは今回が２回目です。昨年は授

業の後半に英語でのフルーツバスケットを行いました。今回

はそれを避けＢＩＮＧＯゲームにしたグループが複数ありま

した。カードのマスの中に入れる単語を提示していく方法を

各グループで趣向を凝らしました。またＢＩＮＧＯとは別に、

身近にあるものを英文３つで表現して当てさせるといった、

やや難しい問題を取り入れるグループもありました。 

 このように３年生が「先生」になる様子を、２年生国際理解コースの生徒が見学しました。次は自分

たちが教壇に立って小学生に英語を教えることになっています。英語を読み、書き、聞き、話すという

ことを小学生にさらに意識させ、中学校英語へのモチベーションにつなげてほしいと思います。 


